
東温市事務事業評価シート　令和４年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～

単位 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

3 4 5

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民の生命・財産を守るため、消防資機材の整備、消防体制の充実強化を図ることの必要性は大きいと考えます。

有効性
消防団車両、小型ポンプなど消防資機材を更新することは、災害対応能力の向上に繋がります。また、地域防災の中核を成す消防団の施設を整
備することで、災害に強いまちづくりに繋がります。

達成度

総務予防課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 13,928 16,480 42,634

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 消防団係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

消防団車両、小型ポンプの更新、消防ポンプ蔵置所維持管理に努めておりますが、南海トラフ巨大地震など大規模自然災害に対応できるように消
防団の機能強化が必要です。

効率性
消防団車両、小型ポンプ更新計画見直しを含め効率的な更新を行い、個別管理計画に基づき消防ポンプ蔵置所を計画的に改修、維持管理する
ことで安定した消防力の維持が可能になります。

改　革
計　画

充実した消防団車両、小型ポンプを効果的に活用するために訓練を行い、施設整備補助金等を活用して、大規模自然災害に対応できるように消
防団の機能強化を図る必要があります。

今後の方向性 方法改善

各事業を計画的に継続していくことで、地域の消防力が維持され、防災力の向上が図れます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

消防団車両、小型ポンプは配備台数も多く長期的な計画に基づき更新していき、装備を強化する必要があります。引続き大規模災害に
備え装備の更新・充実を図ってください。
また、消防団施設については老朽化施設が多くあることから、長期的な計画を立て改修・更新してください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 2,963 2,485 7,958

0.127 802 0.127 807 0.127 807

計(Ａ) 13,126 15,673 41,827

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 10,163 11,288 11,069

地方債 0 1,900 22,800

消防ポンプ蔵置所の維持管
理

修繕・更新数 棟
2 1 2

2 1

最終目標

小型ポンプ更新 更新数 台
2 1

2

消防団車両の更新 更新数 台
2 2 0

2 2

指標名

公的関与

089-964-5211 メールアドレス soumu-yobou@city.toon.lg.jp

２ 消防・救急体制の充実

事業区分

事業の目的
大規模災害に備え、資機材の整備を行い消防体制の充実、強化を
図るため。

根拠法令等
消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律、消
防力の整備指針

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

019 2024 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

消防団の装備・施設整備事務

消防団車両及び資機材の整備、地域の防災拠点となる消団ポンプ
蔵置所を計画的に更新します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画
東温市総合計画、東温市地域防災計画、国土強靭化地域計
画

活動内容

課　　名 総務予防課 係　　名 消防団係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

消防ポンプ購入事業

消防団車両の更新事業

消防施設の維持管理事務

達成度を
測る指標

mailto:soumu-yobou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和４年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～

単位 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

3 4 5

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 2 4

火災予防普及啓発活動及び相談事務

立入検査、SNS掲載、イベント等を通して火災発生件数の減少を図
ります。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 なし

活動内容

課　　名 総務予防課 係　　名 予防係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

イベント等による火災予防の普及活動（新型コロナ感染予防
に伴い未実施）

広報誌やホームページ等を活かした火災予防に係る啓発

危険物安全週間中等における危険物施設の立入検査の実施

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-5213 メールアドレス soumu-yobou@city.toon.lg.jp

３ 防火・防災意識の高揚と自主防災組織等の育成

事業区分

事業の目的
事業所及び一般住宅に対する火災予防普及啓発を通して、安全
安心なまちづくりにつなげるため。

根拠法令等 消防法

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

019 3001 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

出火件数 各年度における火災発生件数 件
0 0 0 0

8 11

火災予防普及啓発 消防祭の開催数 回
1 1 1 1

0 0

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 219 127 146

0.152 959 0.143 959 0.143 908

計(Ａ) 219 127 146

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 予防係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

市民等の防火に対する意識低下を防ぐため、引き続き火災予防の普及活動を重点的に実施する必要があります。

効率性 これまで以上にSNSによる配信や防火啓発看板の設置箇所を増やし、効果の向上を図ります。

改　革
計　画

イベントや立入検査、SNS配信等を通して、市民へわかりやすく効果的な指導内容について検討します。

今後の方向性 方法改善

前年度は、一昨年度と比較して火災件数が3件増加しています。
これまで以上に火災予防に係る普及啓発を行い、市民の防火意識の向上を図ります。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

移動タンク貯蔵所の立入検査時には荷下ろし時の事故防止の徹底など、火災を未然に防ぐ活動が実施できています。
また、住宅用火災警報器は設置から10年が経過した本体又は電池の交換や未設置住戸への設置に係るSNS等での広報は、実施はで
きているものの、設置率は横ばいであるため、今後さらなる指導や設置促進を進めてください。
多くの来署者が期待できる消防祭での火災予防活動を実施してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,178 1,086 1,054

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

法律に基づく重要な消防業務であるため、継続的に実施する必要があります。

有効性 火災予防の普及啓発をとおし、事業所及び市民の防火意識を向上させ、火災発生及び被害の軽減を図る必要があります。

達成度

総務予防課長
総　合
評価点

mailto:soumu-yobou@city.toon.lg.jp

